『それ はまた 何故です。』 

客 は腑に 落ちな ささう に 訊いた。 

柏 斎の 返事 ははつ きりして ゐた。 

『私 は 同じ もの をつ くるの を 好みません から。』 

アメリカの 大北 鉄道の 社長 ルイス. ヒル 氏が、 ある 

と き Glacier :?ark を 散歩し てゐ ると、 薄暗い 木蔭 で 年 

とった 一 人の 印度人が、 有 合せの 木片で 鳶色の 熊 をせ 

つせ と 刻んで ゐ るの を 見つけた。 ヒル 氏 は その 前に 立 

ちと まって、 老人の 仕事 をぢ つと 見 まもって ゐた。 す 

ベての 素人 は 芸術家の 仕事場 を のぞきたがる もので、 
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